
新

"ノ
'

古
屋
大
学
助
教
授
を
経
て
現
在
文
響
教
奪
鯛

査
官
。
同
志
社
と
直
接
関
係
は
な
い
が
、
親
族
に

同
志
社
大
工
学
部
出
身
の
渡
辺
鐵
男
氏
が
あ
ろ
。

若
者
の
序
文
に
も
、

従
来
の
新
島
伝
の
多
く
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
日
本
篇
主
義
者
の
立
場
や
、
偉
大
な
教

育
者
と
い
う
よ
う
な
一
面
的
な
と
ら
え
方
を
排

し
、
つ
と
め
て
新
島
の
事
業
全
般
を
、
時
代
の

推
移
に
ょ
っ
て
と
ら
え

と
あ
る
よ
う
に
、
著
者
は
新
島
先
生
の
自
由
教
育

の
日
本
に
対
す
る
使
命
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
既

刊
新
島
伝
と
関
係
文
献
を
渉
猟
の
と
こ
ろ
、
絶
版

の
デ
ヴ
ィ
ス
博
士
に
ょ
る
も
の
以
外
は
殆
ん
ど
私

版
本
に
近
い
も
の
が
多
く
て
一
般
に
流
布
せ
ず
、

日
本
の
教
育
界
の
こ
の
重
要
人
物
の
伝
果
全
国

に
普
及
し
て
い
な
い
の
を
惜
し
み
、
先
ず
既
刊
諸

文
献
を
資
料
と
し
て
先
生
の
生
涯
の
雨
要
な
峰
々

を
年
次
順
に
た
ど
り
、
新
島
襄
伝
の
普
及
を
目
的

と
し
て
こ
れ
を
纒
め
ら
れ
た
の
が
本
鴛
あ
る
。

通
巻
し
て
同
嚢
に
対
し
極
め
て
深
い
好
意
を
寄

せ
な
が
ら
旦
々
と
祭
進
め
ら
れ
て
い
る
。

新
島
先
生
に
関
す
る
記
載
以
外
の
史
実
に
つ
い

て
は
一
、
二
検
吋
婁
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
新

島
先
生
に
関
し
て
は
現
段
階
で
は
二
、
三
の
誤
植

渡
辺
実
著
「
新
島
」
東
京
・
吉
川
弘
文
館

新
書
判
二
九
七
頁
、
定
価
三
0
 
円
。

こ
の
本
は
地
歴
書
の
刊
行
で
名
の
通
っ
た
東
京

本
郷
の
京
弘
文
館
発
行
人
物
業
第
三
十
五
篇

で
、
昭
聖
十
四
卸
十
月
刊
行
初
版
の
改
訂
再
版

で
あ
る
。
籾
版
地
領
植
、
固
有
名
詞
と
史
実
の

相
違
、
表
現
に
妥
当
を
欠
く
も
の
等
合
計
六
十
余

力
所
の
問
題
点
が
あ
っ
た
が
、
再
版
で
こ
れ
ら
が

全
部
忠
実
に
修
正
き
れ
た
の
は
同
慶
の
い
た
り
で

あ
る
0

薯
者
は
東
京
『
師
、
日
大
史
学
科
の
出
身
、
名

切
え
》
の
呈
Φ
門
Z
N
0
ス
C
 
二
口
〒
ス
》
三
男
》
王
一
・

Φ
o
l
m
 
ス
こ
Z
m
↓
」
》
勺
》
z
m
,
、
東
京
・
日
独
恊
会

B
5
判
グ
ラ
ビ
ア
一
 
0
六
頁
、
本
文
九
八
頁
。

最
近
、
欧
米
に
日
本
ブ
ー
ム
が
起
り
、
青
い
目

の
日
本
研
究
家
が
ふ
ぇ
て
い
る
が
、
著
者
の
一
人
、

ク
ル
ト
.
ブ
ラ
ッ
シ
ユ
氏
は
器
か
ら
日
本
文
化

の
研
究
家
で
あ
る
。
き
き
に
「
禅
画
」
を
発
行
(
本

誌
一
号
参
照
)
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
咋
年
末
、
同
志
社

大
学
か
ら
文
学
博
士
の
学
位
を
贈
ら
れ
た
。

本
書
は
欧
米
に
日
本
の
書
道
を
紹
介
す
る
た
め

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
ぐ
れ
た
 
0
書
ψ

を
見
る
こ
と
が
奥
行
き
の
深
い
日
本
文
化
を
理
解

す
る
最
短
コ
ー
ス
だ
と
い
う
茗
者
の
高
托
も
と

ず
い
て
叙
述
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
書

で
は
飛
鳥
時
代
の
「
下
字
文
」
の
使
か
ら
現
代

を
除
い
て
強
い
て
訂
正
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
出
せ

な
い
。
広
く
学
生
諸
君
に
参
喜
と
し
て
す
す
め

た
い
。
初
版
に
あ
っ
た
誤
と
は
、
既
刊
諸
文
献
の
誤
を

そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
た
め
生
じ
た
も
の
で
著
者

に
は
ま
こ
と
に
お
気
の
毒
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
版

が
広
く
普
及
し
て
既
刊
諸
文
献
の
誤
を
も
覆
い
尽

す
日
の
近
か
ら
ん
こ
と
を
祈
る
。

(
田
中
)

11111111 川川削削削 1111111111111111 ⅢⅢ 111111 削 111111111111111111111111 " 111111111111111 則Ⅲ 1111111111111111111111111j11111111111!11111111 川 1111 州 1111 脚 111111111111111111111111111111111111

".ー,he di仔erence befw,een o co/1eg8

mon and o 10cking in c011ege ismon

fhof he has lhe resource of books, fh01

he knows fhere's o book side ,o every-

"1ing."

111111"111111Ⅲ1111川ⅢⅢ11剛1111削朏11111111Ⅲ1川1111111111111Ⅲ11111Ⅲ111111Ⅲ111川1111剛111111111111111111Ⅲ111削剛1111川11111Ⅲ11111111川1111削111111111111111111111削1111

-62 -



の
ア
プ
ス
ト
ラ
ク
ト
Ⅱ
這
ま
で
を
各
時
代
と
と
に

取
り
ヒ
げ
て
い
る
が
、
日
人
人
で
も
 
0
好
み
し
に

よ
っ
て
そ
の
評
価
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
う
え
、
日

本
の
文
字
に
な
じ
み
の
な
い
外
国
人
に
0
譜
急
理

解
き
せ
る
こ
と
は
極
め
て
閑
撃
あ
り
、
著
者
も

そ
の
点
に
苦
心
し
て
い
る
。
グ
ラ
ビ
ア
写
憙
挿

西
が
多
い
の
は
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。

木
冉
は
十
竜
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
ま
ず

第
一
雫
文
字
の
な
り
九
ち
、
文
尻
貝
と
そ
の
使

用
法
、
霄
の
六
休
等
を
図
觧
入
り
で
説
明
し
、
書

道
に
つ
い
て
の
葉
的
知
纖
を
与
え
て
い
る
。
第

二
刊
十
以
下
が
本
論
と
い
う
べ
き
も
の
で
釜
の
文

化
史
的
概
観
を
与
え
て
い
ろ
。
本
来
、
塗
心
伝
達

の
手
段
で
あ
り
、
記
録
保
存
、
蔆
飾
的
役
割
し
か

采
し
て
い
な
か
っ
た
 
0
齊
0
が
一
術
へ
と
昇
華
す

ろ
の
は
「
床
の
問
」
の
作
ら
れ
た
十
五
獣
紀
の
東

山
時
代
以
降
で
あ
り
、
染
一
次
川
界
大
峻
後
は

じ
め
て
、
共
術
と
し
て
独
白
の
地
位
を
占
め
る
よ

う
に
な
る
と
苫
老
は
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
0
冉
0
の
変
遷
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
 
0
能

ネ
'
家
0
も
公
家
や
僧
偶
か
ら
武
十
、
学
者
、
更
に

逃
裳
へ
う
つ
り
か
わ
る
こ
と
に
も
ふ
れ
て
い

ろ
。
本
Ⅱ
"
の
よ
う
に
心
,
道
を
文
化
史
学
の
立
場
か

ら
取
り
上
げ
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
く
、
そ
れ
が

正
し
く
外
岡
北
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
喜
ぱ
し
い
こ

と
で
あ
る
。

な
お
、
人
名
や
用
語
は
口
ー
マ
字
と
日
本
字

を
併
記
し
、
筒
単
な
解
説
を
加
え
て
い
る
の
で
邪

解
し
や
す
く
、
親
切
で
あ
る
。

ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
.
ニ
!
バ
ー
者
、
オ
ー
テ
ス
・
ケ

ー
リ
訳
『
自
我
と
歴
史
の
対
話
』
↓
冨
仂
ゆ
一
{
含
ル

一
ず
ゆ
ウ
昌
ヨ
N
m
 
0
{
工
一
功
一
0
功
て

東
京
・
未
来
社
、
 
A
5
版
三
一
四
頁
、
定
価
八
五

0
円
。こ
の
点
、
ケ
ー
リ
さ
ん
が
、
若
下
の
研
究
者

の
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、
長
い
年
月
を
か
け
て
訳
き

れ
た
も
の
で
、
十
年
前
に
出
た
ア
メ
リ
カ
史
の

皮
肉
に
つ
ぐ
第
二
の
訳
革
あ
る
。
青
と
白
に

色
分
け
ら
れ
た
カ
バ
ー
の
、
落
ち
つ
い
た
親
し
み

や
す
い
醤
物
で
あ
ろ
。

ニ
ー
バ
ー
の
』
物
の
嗣
訳
も
既
に
七
冊
ぱ
か
り

出
て
い
ろ
が
、
こ
の
「
自
我
と
歴
史
の
対
話
」
は
、

こ
こ
十
年
問
に
お
け
る
二
ー
バ
ー
の
代
表
作
の
一

つ
で
あ
る
。
訳
文
は
章
に
ょ
っ
て
は
少
し
魏
な

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
と
か
く
批
評
の
多
か
っ
た
今

ま
で
の
二
ー
バ
ー
の
棚
訳
に
比
し
て
、
は
る
か
に

明
解
で
あ
り
、
一
応
の
出
来
ぱ
え
で
山
る
、
と
一
言
え

よ
う
。
叉
讐
と
し
て
二
ー
バ
ー
の
内
伝
が
収
録

き
れ
て
い
る
こ
と
驫
ル
者
に
は
親
W
で
あ
る
。

今
日
の
時
代
が
、
「
疎
外
」
の
時
代
だ
と
か
、

人
問
を
非
人
絡
化
す
る
時
代
と
か
は
、
よ
く
一
高
わ

れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
人
開
の
本

当
の
姿
つ
ま
り
「
自
我
」
が
何
で
あ
る
の
か
が
、

現
代
の
哲
学
、
心
理
学
、
社
会
思
想
等
の
分
野
で

改
め
て
問
題
に
き
れ
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
二
ー

ハ
ー
の
こ
の
1
物
も
正
に
拶
代
の
こ
の
美
な
闇

に
一
つ
の
攸
ー
サ
え
た
も
の
だ
と
一
言
え
る
で
あ
ろ

、
つ
0

ニ
ー
バ
ー
は
こ
の
書
物
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
乃

系
は
キ
リ
ス
ト
教
が
、
人
門
理
解
に
与
え
た
貢
献

を
、
そ
れ
が
「
自
我
」
を
拘
d
向
身
、
他
者
、

同
休
、
歴
史
と
対
翠
ろ
「
欝
的
」
存
在
と
し

て
畑
え
九
点
に
見
る
。
そ
し
て
、
冑
我
と
社
会
、

由
我
と
歴
史
の
対
話
が
、
ど
の
様
に
ド
ラ
マ
と
し

て
の
歴
史
を
展
開
し
て
来
北
か
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
る
。
そ
し
て
ま
九
、
こ
の
様
な
「
対
話
的
」

な
見
方
が
、
現
代
に
お
い
て
も
な
お
、
否
現
代
に

お
い
て
こ
そ
尚
一
屑
、
と
か
く
一
而
的
に
な
り
が

ち
な
、
人
問
、
社
会
、
歴
史
の
徐
的
、
動
的
理

解
に
と
っ
て
如
何
に
心
要
か
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
あ
る
。
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国
分
綾
子
(
文
)
浜
辺
喜
代
治
(
写
真
)
著
「
カ
メ

ラ
京
味
百
選
」
京
謬
交
新
社
、
翫
勒
二
三

九
頁
、
一
一
.
0
0
円
。

有
名
無
名
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
こ
そ
ほ
ん
と

に
」
,
小
の
味
と
'
え
る
料
理
、
菓
子
百
八
を
写
爽
入

り
で
解
説
し
九
も
の
で
、
冊
和
三
十
四
邱
に
出
九

絵
人
り
京
百
眛
よ
り
も
一
段
と
内
祭
充
実
し
、

写
,
八
も
対
象
に
ょ
り
そ
れ
ぞ
れ
変
っ
九
角
度
か
ら

み
と
と
な
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
。
解
説
者
国
分

綏
f
夫
人
は
昔
の
同
郡
翻
(
時
帳
六
号
能
勢

↑
切
氏
倫
参
思
倫
引
綾
子
、
現
在
夕
刊
京

都
秒
聞
緬
条
局
付
Ⅷ
長
味
党
は
無
論
の
こ
と
材

料
の
出
所
、
同
類
の
比
較
、
特
色
、
そ
れ
ぞ
れ
の

向
き
と
平
素
の
愛
好
階
届
、
ま
廼
伝
統
的
な
も

の
は
沿
革
に
ま
で
お
よ
び
、
'
長
年
文
化
欄
相
当
で

練
ら
れ
た
觧
説
は
誓
よ
い
。
見
る
本
と
し
て
も

謙
本
と
し
て
も
ヒ
乗
で
山
り
、
見
返
し
に
は
地

図
、
巻
末
に
料
理
、
菜
十
の
佃
佃
も
示
き
れ
、
懐

R
公
Π
を
計
っ
て
食
べ
歩
き
を
し
九
り
入
洛
客
を
案

内
す
る
に
は
絶
好
の
参
系
U
で
あ
る
。
な
お
あ
と

が
き
に
ょ
ろ
と
取
材
に
纏
一
薪
礼
の
校
友
伊
底

高
勝
氏
の
大
き
な
恊
力
が
あ
う
九
こ
と
が
わ
か

る
。
(
R
 
・
 
T
)

大
み
ち
子
著
「
若
き
い
の
ち
の
日
記
」
東
京
・

大
聖
員
 
B
6
判
ニ
ニ
ハ
頁
、
定
仙
二
四
0
円

死
に
雨
面
し
九
人
朋
の
一
一
長
と
い
う
も
の
は
人

の
心
を
打
つ
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
本
人
が
一

歩
一
器
の
近
ず
く
こ
と
を
瓢
す
ろ
魯
、
激

し
い
生
へ
の
執
着
、
あ
き
ら
め
、
あ
こ
が
れ
等
が

こ
も
こ
も
^
わ
^
る
0
 
こ
の
日
^
も
そ
、
つ
い
、
つ
性

質
の
も
の
で
あ
る
。
既
に
週
刊
曹
も
詳
さ
れ

九
の
で
、
こ
存
知
倫
名
も
あ
ろ
、
つ
。
著
者
は
同

森
大
学
文
学
部
在
学
中
、
数
年
に
亘
る
闘
病
生

活
の
の
ち
吽
年
八
月
永
眠
し
九
。
病
剰
は
「
軟
骨

肉
唖
」
ー
ガ
ン
に
ょ
く
似
九
病
気
で
あ
る

本

書
は
昭
和
三
十
七
年
七
月
か
ら
、
死
ぬ
ひ
と
月
前

ま
で
の
Π
記
抄
で
あ
る
。
著
者
に
は
こ
の
ほ
か
、

友
人
で
あ
る
河
野
実
瀦
(
小
央
大
学
在
学
小
)
と

の
朋
に
交
し
た
書
簡
集
「
愛
と
死
を
み
つ
め
て
」

も
あ
り
、
木
書
と
同
じ
出
版
社
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
が
、
円
記
に
は
両
親
や
友
人
に
も
い
ぇ
な
か
っ

た
N
悩
や
闘
病
託
銖
か
綴
ら
れ
、
哀
れ
を
き
そ

う
0
な
お
、
巻
末
に
両
親
弭
実
君
の
思
い
出
や

主
使
の
金
光
正
志
氏
の
觧
票
載
せ
ら
れ
て
い

る

い
づ
み
同
人
著
「
句
干
瀉
」
.
"
小
都
・
条
浄
福

寺
東
・
那
須
方
、
桝
形
本
五
一
.
頁
、
悲
ル
。

派
閥
と
因
稲
突
の
か
ら
ん
だ
い
わ
ゆ
ろ
仙
壇

と
い
う
も
の
に
所
属
し
な
い
京
都
の
俳
句
同
好
名

十
九
人
の
、
合
同
年
刊
句
集
で
、
釜
は
錦
八
冊

目
。
こ
ん
な
編
刊
の
例
は
令
国
的
に
珍
ら
し
い

小
。
同
人
は
譜
関
係
者
、
医
師
、
会
礼
役
貝

工
発
家
、
聖
、
公
務
員
、
学
校
教
職
員
、
土

婦
ら
で
、
年
問
の
作
句
中
か
ら
三
卜
句
を
自
送
し

遁
材
邪
須
尿
の
句
を
加
え
て
い
る
。
乙
郎
は

馬
酔
木
同
人
、
同
志
社
女
舌
・
化
学
の
需
、

同
人
叩
同
志
社
関
係
者
は
松
岡
英
士
璽
巳
永

田
葦
水
(
校
友
)
田
中
良
一
(
本
部
)
の
三
名
、

学
生
の
父
兄
は
五
人
を
教
え
、
既
し
て
産
者
で

落
着
い
瓦
派
需
か
に
自
然
と
交
っ
て
い
る
。

乙
部
の
句
は
入
院
中
の
吟
で
、
病
室
に
心
頭
を
澄

ま
せ
巧
み
な
讃
で
日
々
そ
の
篇
を
序
べ
荏

句
に
満
ち
て
い
る
。
田
中
良
一
の
内
海
干
沈
風
景

の
U
絵
を
添
え
て
い
ろ
。
非
売
で
入
手
が
困
難
で

あ
る
が
大
学
図
書
鮮
は
第
一
川
以
降
<
客
を
蔵
架

し
て
い
る
。
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